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3月 16日 (金 )に美郷町長 田中秀俊様をはじめ

多数のご来賓、保護者の皆様をお迎え して第47
回卒業式を行いました。21名の卒業生の凛とし
た姿が印象的でした。今まで支えていただいた保
護者、地域のL6L様

ありがとうございま した。

「答辞」田原旬平さん  「送辞」甲斐莉子さん

バイキング給食 fr

3年生の卒業を祝つて、
バイキング給食を行いまし
た。9年 F83の 義務教育を終
える卒業生のために給食セ
ンターの先生方が心を込め
て作つて<れました。どの
料理も子どもたちが好きな
ものを食べやすい形でバイ
キングにしてしヽただきまし
た。とても充実した楽しい
時間になりました。

また、総食センターの先
生方に、3年生を代表して
山本真輝さんと黒田実穂さ
んがこれまでの感謝の気持
ちを伝えました。

平成29筆度が終わιiすす。

こ協力、ご東播a ιintこぅござぃ春した ′

3月 27日 (火)から 10日間の短い春体みに

入ります。この FB3、 子どもたちには、次の学年ヘ

の一歩をしつかりと踏み出せるように 1年 PB3のま
とめに取り組んで欲 しいと思います。

さて、本年度『ふるさとに誇りをもち、未来を
拓く生徒の育成』を、学校の教育目標に掲げ、「学
びづくり」「心づくり」「体づくり」「信頼される
学校づくり」の 4観点から 17の実践事項を設定
し、全職員で取り組んで参りま した。 2月 26日
(月 )に学校関 1系者評価委員会を開催 し、委員の

皆様からそれぞれの取組について評価をしていた
だきま した。(裏面の評価書をご覧<ださい。)こ
の評価をもとに次年度さらによりよい学校になる
よう取り組んで参ります。

保護者、地域の皆さまにはたいへんお世話にな
りま した。本当にありがとうございま した。次年
度も、皆様のご理解とご支援をよろ し<お願いい
た します

町ヘルスサポート事業で 中学1,2年 生を対象に

「性に関する講話Jを行しヽました

宮崎か母つちゃつ子くらばの助産師内村 8青世さ
んに来ていただき「性に関する講話」を行いま し
た。演題は、「助産師が伝えるいのちのお話」で

① 大人に近づくlbの変化
② 男女の考え方の違い～Iチケット・マす―～
③ 生命誕生  の3つのお話を聞きました。
生徒の感想を一部紹介します。

1年 緒方 頼 さん

性が違つていても―緒でもみんな同じように接し、人の

意見を尊重し、自分との違しヽも認め合いながら生きていく

ことが大切だと感じました。生命を誕生させるということ

は様々な苦労が重なつているので、これからも命を大切に

して次の世代にバトンをつなしヽでいきたいです。
1年 木代 真優 さん

今までは女性のことしか矢]らなかつたけど、男性のこと

も知ることができたのでこれからの知識として覚えておこ

うと思いました。たくさんある精子に、一つと限られた中

の卵子一つが結びついてできた命を、これからも大切にし

ようと思いました。
1年 田村 素月 さん

赤ちゃんの重さの人形を実際に持つてみて「結構、重た

いんだな」と思いました。「お母さんたちのお腹にこんなに

重しヽ赤ちゃんが入つていたんだな」とお母さんたちの苦労

を知りました。
2年 上村 歩未 さん

私自身が生まれてきたこと、そしてここまで健康に育っ

たこと自体が本当にすごいことなんだなと改めて感じまし

た。将来自分も母になる日が来ると思います。その時に正

しいLEl識 を持つて、子どもにも教えてあげられるようにし

たいです。

3月②
文責 :黒本


